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はじめに  

 

北広島市は、昭和４５年（１９７０年）に最初の総合計画を策定して以来、広島町

新長期総合計画をはじめとする５次にわたる計画を策定し、自然と創造の調和した豊

かな都市を目指して、総合的、計画的なまちづくりを進めてきました。 

教育委員会では、昭和４４年（１９６９年）８月に「広島町教育基本構想」及び

「広島町教育基本計画」を策定し、計画的な教育施策を展開してきました。平成２３

年（２０１１年）３月には「北広島市総合計画（第５次）～希望都市・交流都市・成

長都市～」の基本目標を受けて策定した「北広島市教育基本計画」（２０１１～２０

２０）において「北広島市民が、今この時代に支え合い、高め合う関係を築くこと」

を基本姿勢とし、家庭教育・幼児教育・学校教育・社会教育が連携を深め、ともに働

き、ともに成果を喜び合うことができるような学習環境の整備に努めてきましたとこ

ろです。次年度、令和１２年（２０３０年）度までを計画期間とする「北広島市総合

計画（第６次）」に基づき、新しい「北広島市教育振興基本計画」が策定されます。 

令和２年度は「北広島市教育基本計画」の最終年度となります。この教育基本計画

の集大成として、学校教育分野における指針及び基本計画と政策とをつなぐ役割を担

うものとして「学校教育の推進方針」を策定しています。 

小・中学校では、平成２９年（２０１７年）３月に新学習指導要領が告示され、小

学校は、今年度、令和２年（２０２０年）より、中学校は令和３年（２０２１年）に

完全実施となります。各学校では「生きる力」を育むという理念のもと、新しい時代

に求められる資質・能力を子どもたちに育む「社会に開かれた教育課程」の実現を目

指し、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を推進することが求め

られています。 

令和２年度は、この新学習指導要領完全実施への対応と、導入２年を終え、充実期

を迎えた「小中一貫教育」を、さらに前進、進化させる年度となります。本市が取り

組む「小中一貫教育」が大切にしているのは、発達段階ごとの課題に対応しながら、

系統性のある連続した学びを展開する「縦のつながり」と学校教育を学校内に閉じる

ことなく、目指す子どもの姿を家庭や地域と共有・連携しながら、地域に根差した学

校教育を展開する「横のつながり」です。この「縦」「横」双方からの教育実践をさ

らに進め、郷土北広島に誇りを持ち、「大志をいだき 心豊かに たくましく生きる

子ども」を育んでいきます。 

この新しい学校教育の推進方針をもとに、小中一貫教育を進め、各中学校区の教育

の質を高めながら、子どもたちの確かな学びを保障し、子どもたちが未来を切り拓い

ていくための力を育むことを目指します。 
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第 1章 北広島市教育基本計画 
 

１ 北広島のまちづくり・人づくり 
 

北広島市教育委員会は、令和２年度までを計画期間とする「北広島市総合計画（第

5 次）」における基本目標「人と文化を育むまち」に基づき、これまでの基本理念や

基本姿勢を踏まえ、北広島市の教育についての基本的な方向を示し着実に推進するた

めの個別・具体の施策について体系的に整理し、本市がめざす教育の推進を目的とす

る「北広島市教育基本計画（2011～2020）」（以下、「教育基本計画」という）

を策定しました。 

この教育基本計画においては、本市が進める「まちづくり」にふさわしい「人づく

り」に重点を置き、教育施策を推進するものであることから、このまちにゆかりのあ

る先人の精神や行動から導き出された人間像として、「希望都市」にはＷ．Ｓ．クラ

ーク博士による「希望を懐く」、「交流都市」には和田郁次郎翁による「交流に励

む」、「成長都市」には中山久蔵翁による「成長に挑む」を象徴的に掲げたものであ

ります。 

この人間像、人づくりの精神の実現に向け、計画における８つの施策と２４の施策

を展開するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人と文化を育む８つの政策と２４の施策 

 

 
  

新
た
な
時
代
を
担
う 

 
 

 
 

都
市
像
・人
間
像 

 

希望都市 
「懐く」 

（情熱・使命感・専門性） 

先人⇒Ｗ．Ｓ．クラーク 

 
交流都市 
「励む」 

（調和・協調・刻苦勉励） 

先人⇒和田郁次郎 

 
成長都市 
「挑む」 
（自律・意識改革） 

先人⇒中山久蔵 
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２ 北広島市にゆかりのある 3人の先人の精神を礎として 

～懐く・励む・挑む～ 
    

「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」は、北広島市開拓期にゆかりのある 

偉大な先人、Ｗ．Ｓ．クラーク博士、和田郁次郎翁、中山久蔵翁の 3 人が伝え

る「懐く」「励む」「挑む」の精神を人材育成のキーワードとして「これから 

の人づくり」の視点としています。 

 

  「懐く」 

１８７７年、北広島市島松沢で米国への帰国に際して、Ｗ．Ｓ．クラーク博士 

は当時の教え子たちに「青年よ 大志を懐け」の名言を残しています。彼は当時

の学生たちに情熱・使命感・高い専門性をもち、新しい時代を切り開くよう伝え

続け、「希望を懐く」人づくりに努めました。 

彼の志を受け継ぎ、北広島市第 5 次総合計画（2011～2020）に示されて 

いる「希望都市」の実現に向け、「懐く」を掲げています。 

     

  「励む」 

１８８４年、広島県人により北広島の開拓の歩みが始まりました。そのリーダ

ーとして苦難の道を歩みながら努力を続けたのが和田郁次郎翁です。たゆまぬ 

努力でまちと人を動かし続けた彼は、調和・協調・刻苦勉励の「交流に励む

人」そのものでした。 

人との交流がまちづくり・人づくりに欠かせない視点であることから、北広 

島市第 5 次総合計画（2011～2020）に示されている「交流都市」の実現に 

向け、「励む」を掲げています。 

 

「挑む」 

    １８７１年、現在の島松沢に入植した中山久蔵翁は、当時は不可能とされて 

いた道南以北での稲作に挑みました。彼は、幾多の苦労の末、2 年後に米を収 

穫し、開拓に当たっていた人々に種もみを無償で配布し、本道の稲作の端緒を 

開きました。 

「寒地稲作の父」と言われる彼は、自律・意識改革・行動の「成長に挑む人」 

であり、北広島市第 5 次総合計画（2011～2020）に示されている「成長都

市」の実現に向け、「挑む」を掲げています。 
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北広島市教育基本計画（2011～2020）の体系 
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テーマ 

８つの政策 ２４の施策 
新たな時代を 

担う人間像 1  幼児教育の振興・充実 

2 豊かな心を育む教育の充実 

3  確かな学力を育てる教育の充実 

4 健やかな体を育てる教育の充実 

5 ＩＣＴの活用による教育の充実 

6 特別支援教育の充実 

7 社会の変化や課題に対応した教育の推進 

8 開かれた学校づくりの推進 

9 教育環境の整備 

10 家庭の教育力向上への支援内容の充実 

11 教育相談体制の充実 

12 地域が支える健全育成活動の充実 

13 市民の学習活動への支援の充実 

14 地域や世代を見据えた学習機会の充実 

15 施設の充実による学習環境の整備 

16 エコミュージアム構想の展開 

17 文化財の保存と活用 

18 図書館サービスの充実 

19 子どもの読書活動推進 

20 個性豊かな地域文化の振興 

21 市民等との連携による芸術文化活動の展開  

22 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進 

「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」 

t 

23 競技スポーツの振興 

24 スポーツ施設の整備と運営 

「生きる力」
を育む学校教
育の推進 

信頼され、 
魅力ある学校
づくりの推進 

やさしく支え
あう教育連携
の推進 

学びあい、教
えあう社会教
育の推進 

郷土愛を育む
教育活動の推
進 

生涯にわたる
読書活動の推
進 

芸術文化活動
の振興 

健康づくりと
スポーツ活動
の推進 

希望を懐く人 

交流に励む人 

成長に挑む人 
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政策３ 

政策４ 

政策５ 

政策７ 

政策８ 

政策２ 

政策６ 



 

 

第２章 学校教育の推進方針 
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１ 北広島市の教育理念 
    

   「 すぐれた知性と豊かな心とたくましい身体をもって、自然と創造の調和を

図り、進展する郷土社会へ貢献する。」 

                  昭和 44 年 8 月制定 昭和 60 年 3 月改訂 

 

    ふるさと北広島の発展と振興に貢献する人材の育成を北広島市における教育

の根本的な考え方として、すぐれた知性、豊かな心、たくましい身体をもち、

自然との調和を図りながら、進展し続けるふるさと北広島に貢献する人材を育

てることをめざしています。 

 

２ 北広島市の教育目標 
    

  （１）北広島市民としての誇りと自覚を持つ人 

  （２）協力して豊かなまちづくりに努める人 

  （３）文化を高める生活の合理化をめざす人 

  （４）健康な身体と豊かな心情や知性を持つ人 

  （５）勤労を尊び生産を高める人 

                            昭和 44 年 8 月制定 

 

   北広島市における教育の目標を示しています。 

 

３ 北広島市の学校教育目標 
    

  （１）自主性を高め協力して豊かな郷土を築いていける人を育てる 

  （２）思考力を深め科学的で合理的な生活をめざす人を育てる 

  （３）情操を深め文化の創造につくす人を育てる 

  （４）健康な心身を培い社会の進展に貢献する人を育てる 

  （５）勤労の尊さを知り生産を高める実践的な人を育てる 

                            昭和 44 年 8 月制定 

 

   北広島市における学校教育の目標を示しています。 
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４ めざす子ども像 
 
『大志をいだき 心豊かに たくましく 生きる子ども』 

          ～賢く 優しく たくましく～ 

 

３人の先人の足跡が北広島市の人づくりの基幹をなしています。先人の「希望 

を懐く 交流に励む 成長に挑む」という志を体現できる子どもを育むことを目 

指しています。 

これらの先人の志を踏まえて、北広島市で学ぶ児童生徒のめざす子ども像を、 

「大志をいだき 心豊かに たくましく 生きる子ども」（副題「賢く 優しく  

たくましく」）と掲げました。 

   北広島市の子どもたちが夢や目標に向かって、「意欲的に学習に向かい、基礎

的な知識・技能を活用して、様々な課題を解決する力」（大志をいだき）を身に

つけ、「他人を思いやる心、生命や人権を尊重する心、自然や美しいものに感動

する心、正義や公正さを重んじる心」（心豊かに）を育み、「困難に立ち向かう 

たくましく健康な心と体」（たくましく）を持ち、力強く未来を生きていく子ど

もの育成をめざしたいと考えています。    

   以上述べた内容を踏まえ、各中学校区では校区の子どもたちの実態をもとに、

めざす子ども像を整理し、共有化を図っていくことが求められます。 

 

５ 学校教育推進政策 
 
□ 「生きる力」を育む学校教育の推進 （政策１） 

    

変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちに身につけさせたい「確かな 

学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の３つの要素からなる「生きる力」を育 

むことは学校教育の重要な使命の一つです。 

   児童生徒が望ましい学力を身につけるためには、基礎・基本的な知識・技能、

課題を解決するための思考力・判断力・表現力、主体的な学習態度を育成するこ

とが大切です。学校では、学習指導の向上・充実に取り組むとともに、学習習慣

及び生活習慣を確立し、「確かな学力」の定着に取り組みます。 

   また児童生徒が将来にわたり、人としてよりよく生きていくためには、自己有

用感を高め、自らの生き方を考え実践できる力を身につけることが大切です。学

校では、道徳教育の充実をはじめ、全教育活動において「豊かな心」を育む教育

の推進に取り組みます。 

   児童生徒が健やかに成長していくためには、自らが基本的な生活習慣を身につ

け、心身ともに健康に生活できる能力を高めることが大切です。学校では、運動

を通じて体力を養うとともに、望ましい食習慣など健康的な生活習慣を確立し、

「健やかな体」の育成に取り組みます。 

さらに「生きる力」の育成を支える取組として、キャリア教育、特別支援教育、

ＩＣＴの活用、幼児教育等の一層の充実を図ります。 
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□ 信頼され、魅力ある学校づくりの推進 （政策２） 
    

地域に開かれ信頼される学校を実現するため、子どもを中心にすえ、保護者や 

地域の方々の声を活かした学校経営を進めるとともに、家庭、地域と連携した取 

組を推進することが大切です。保護者や地域の方々に信頼され、魅力ある学校づ 

くりを推進するためには、校長が自校の学校経営について確かな展望を持ち、そ 

の具現化に向けて校内体制の整備や教育内容の工夫をしなければなりません。そ 

のために学校経営マネジメントサイクル（Ｒ-ＰＤＣＡ※Ｐ９参照）を有効に機 

能させながら、学校経営の充実に取り組みます。 

  今後とも、学校・家庭・地域が一体となった小中一貫教育を推進し、義務教育 

９年間を修了するに相応しい「生きる力」を育み、信頼され魅力ある学校づくり 

を進めます。 

 

６ 学校教育の重点 
 
『義務教育９年間を通して「生きる力」を育む 

小中一貫教育の進化 』 
     

子どもを取り巻く環境の激しい変化に対応するためには、小中学校９年間を見 

通し小中一貫した教育を推進することが極めて重要です。本市では、平成 29 年

度に小中一貫教育教育の推進を掲げ、平成 30 年度では、小中一貫教育の充実・

発展、平成 31 年度（令和元年度）では小中一貫教育の深化を図ってきました。

本市の教育において、小中一貫教育は特別なものではなく、当たり前に行われる

本市の教育の特徴となるよう、今年度の重点を「小中一貫教育の進化」としまし

た。市内小中学校での小中一貫教育を進化させるために次の視点を定めます。  

 

○ 中学校区での「めざす子ども像」の共有 

     

中学校区でのめざす子ども像を小中学校で共有し、児童生徒の「生きる力」を

育成します。 

 

○ 義務教育９年間を見通した一貫した指導 
     

教育課程の編成、指導形態などの工夫改善や生徒指導、大志学の充実を図り、

義務教育９年間を見通した一貫した指導を行います。 

 

  ○ 子ども同士や教職員間の交流と協働による教育活動 
     

小中学生が互いに学び合う場と、教職員が協働して推進する教育活動を設定す 

るなど、交流と協働による教育活動を推進します。 

 
○ 中学校区での学びを支えあう教育環境づくり 

     

中学校区を単位とし、学校、家庭、地域が連携して子どもの連続した学びを支

える教育環境づくりを推進します。 
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７ 本年度の実践目標 
 
『中学校区ごとの教育計画の確立と新学習指導要領への対応』 
 

各小中学校の教育課程では、児童生徒や地域の実態に応じた中学校区での編成 

と実践を一層進め、系統的・継続的な教育活動を展開します。 

また、２０２０年度（中学校は２０２１年度）完全実施となる新学習指導要領 

で実施される、小学校外国語教育、プログラミング教育等についても、小中一貫 

教育の視点を踏まえ、組織的、計画的な教育活動を推進するよう対応します。 

 

 

８ 実践への具体的手立て 

 

 

 

 

変化の激しい社会の中で、学校を取り巻く環境も大きく変化し、教育活動の複 

雑さが増しています。このような中で、学校教育の展開には、教職員間で教育課 

題を共有することが重要です。各学校がめざす目標の具現化や課題の解決のため 

に、教職員間でそれらを共通確認し、組織的な取組や対応をすることが必要です。

マネジメントサイクル（Ｒ-ＰＤＣＡ）によって、各学校の教育活動を評価・分 

析し、課題を焦点化するなどします（Ｒ～実態把握）。それらによって、教育課 

題の方向性を定め、具体的な取組を計画化します（Ｐ～計画）。北広島市の小中 

学校では、各月の学校づくりの指標を明らかにする「学校経営プログラム」を策 

定して計画の具体化を図っています。それらの計画を組織的、協働的に実践し、 

児童生徒の変容を促す取組を行います（Ｄ～実践）。これらの取組について達成 

状況を評価するなど教育活動や学校運営に関わる評価を行います（Ｃ～評価）。 

その評価に基づき、改善の方向性や改善策の策定をし、組織的な意思決定します 

（Ａ～改善）。 

このように学校が組織的に教育活動を展開するために、校長は学校経営ビジョ 

ンの策定を行い、その進行を管理し、適切に指示することによって学校改善に努 

めます。 

Ｒ Research 実態把握 
Ｐ Plan   計画 
Ｄ Do        実践 
Ｃ Check    評価 
Ａ Action  改善 

 

 

マネジメントサイクル（Ｒ-ＰＤＣＡ）による 

学校経営ビジョンの策定と進行、評価、改善 
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（１） 教育課程～９年間を見通した重点的指導計画、 

年間指導計画の整備・実践・検証 

     

本市では、平成２１年度から２６年度、中学校区における小中の連携のあり方

を検討し、各校で検討委員会などを設け試行してきました。具体的には、小学校

６年生に対して卒業期に中学校教員による出前授業、部活動の体験入部、小中の

教員相互の授業交流等を実践してきました。 

平成２８年度から２９年度は、平成３０年度からの全市小中一貫教育導入を見

据えキャリア教育の全体計画・指導計画の整備、教科系統表の作成、中学校区に

おける９年間を見通した子ども像の確立、系統性・連続性を重視した指導計画の

作成（大志学、算数・数学科等）、中学校区ごとの標準学力検査(ＮＲＴ)や全国 

学力・学習状況調査等の結果から改善プランを共有する等の実践が進みました。 

小中一貫教育導入初年度の平成３０年度、そして平成３１年度（令和元年度）

各中学校区において小中一貫教育推進組織の合同会議は定例化し、合同の授業交

流研修も活発に取り組まれました。各中学校区での英語科、数学科、図工、音楽

等の工夫された乗り入れ授業や小中合同体力テスト等の実践も積み上げられてき

ています。中学校区ごとの各種学力調査の分析による学力向上の対策も共有化が

図られ、それが昨年度の全国学力・学習状況調査の結果（市内小中共各教科総合

～全国平均を上回る）にも表れています。 

また、各中学校区において、昨年度は全教科の系統表が作成されました。さら

に、中学校区の児童生徒の実態に応じて弱い点や課題となるところを指導計画に

位置付けて、実際の指導に活かすため、重点的指導計画（題材一覧）も作成され

ました。この重点的指導計画をもとに、各学校、各教科各学年の年間指導計画

（展開編）も作成されています。この指導計画は、小中一貫教育の基礎、土台と

なるもの、小中９年間を一つのまとまりと考えた、子どもの発達段階に応じた指

導の手引きとなるものです。 

今年度は、重点的指導計画（全教科における重点化を図った題材一覧）、新教

科書に対応した年間指導計画を整備し、実践・検証を進めます。 

 
 
学校教育重点の指標（１）教育課程 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

中学校区で、系統表及び指導計画を活用した教

育活動を推進していますか：推進している（学

校対象）※Ｒ2 指標改定 

 
目標値 80％ 

小中 93% 
 

中学校区で各種調査の結果を踏まえ共同で分析

し作成した改善プランを有効に活用しています

か：活用している（学校対象） 

目標値 100％ 

小中 93% 

目標値 100％

小中 93% 
小中 100% 
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（２） 授業改善～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

     

日々の授業において、子どもたちが「知識・技能」だけでなく、「思考力・判

断力・表現力」や「学びに向かう力・人間性」など、これからの時代に求められ

る資質・能力を身に付けられるよう教員が変容を見取ることが大切です。そのた

めの、主体的、対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点は、「何ができ

るようになるか」という子ども達に必要な資質を育成するため「何を学ぶか」と

いう学習内容と「どのように学ぶか」という学びの過程を組み立てていくことに

あります。これは、形式的に対話を取り入れた授業や特定の指導の型を目指した

技術の改善にとどまらず、一人ひとりの個性に応じた多様で質の高い学びを引き

出すことを意図するものです。そのために、教員相互に学習の在り方そのものを

問い直し、主体的、対話的で深い学びの実現のための視点を共有し、授業改善を

進めます。 

 

《 主体的、対話的で深い学びの視点からの授業改善 》 

   主体的学びの視点～ 見通しを持たせる  

振り返りの場面を工夫する 

   対話的学びの視点～ 学び合いの充実を図る  

思考を深めるための手立てを工夫する 

    深い学びの視点 ～ 見通しを持って粘り強く取り組んだり、自分の考えを

広げたり深めたりする活動を通して、子ども一人ひと

りが「見方・考え方」を働かせながら課題解決に向か

う、各教科の特質に応じた授業づくり 

 

学校教育重点の指標（２）授業改善 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

授業のはじめに課題（めあて・ねらい）が示

されていたと思いますか：当てはまる（児童

生徒対象） 

目標値 80％ 

小 60% 

中 79% 

目標値 80％ 

小 73% 

中 78% 

小中 80% 

授業の最後に、学習内容を振り返る活動を行

っていたと思いますか：当てはまる（児童生

徒対象） 

目標値小 80％中 50％

小 53% 

中 50% 

目標値 70％ 

小 61% 

中 43% 

小中 70% 

主体的・対話的で深い学びの実現に向け、

日々の授業改善を進めていますか：進めて

いる（学校対象） 

 
目標値 80％ 

小中 100% 
小中 100% 
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（３） 道徳教育～道徳科の時間の充実と評価の実践と検証 

     

大きく変化する社会に向け、子どもたちが自立した人間として他者と共により

よく生きていくためには、学校教育全体を通じた道徳教育の充実を図り、協働し

て支え合おうとする心やよりよい人間関係を築く力を育むことが重要です。 

道徳科では、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的価値

についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的多角的に考え、自己の生き

方についての考える学習を通して、道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を育て

る授業が求められています。そのために、学校は道徳的な課題を一人ひとりの子

どもが、自分自身の問題としてとらえ向き合う「考える道徳」「議論する道徳」

へと転換を図った授業を推し進めなければなりません。 

また、道徳科の評価についても、通知表を含め、評価の視点や方法などについ

て、学校内で研修を深め共通理解を図らなければなりません。また、評価のため

には、子どもの学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続して把握できるような

記録を計画的に蓄積する必要があります。 

道徳科の時間の充実と道徳科の評価の実践・検証は、各学校とも、道徳教育推

進教師を中心として全教職員が協力して取り組みます。 

 

 《 道徳科の充実 》 

  ◎ 全体計画・年間指導計画 ～学校の道徳教育の目標を踏まえた重点項目の確認 

  ◎ 指導の充実～ねらいに迫る展開、多様な指導方法、協力的な指導等の検討 

  ◎ 取組の評価～道徳科の実施状況や指導の工夫・改善に関する情報の共有 

 

 《 道徳科の評価の視点 》 

◎ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりで深めているか 

◎ 他者の考えにふれ、一面的な見方から多角的・多面的な見方へと発展してい

るか 

 

学校教育重点の指標（３）道徳教育 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

道徳の授業では、自分の考えを深め、学級やグ

ループで話し合う活動に取り組んでいますか。：

当てはまる、やや当てはまる（児童生徒対象） 

目標値 90％ 

小中 95％ 

目標値 80％ 

当てはまるのみ 

小中 70% 

小中 90％ 

「考え議論する道徳」に向けた授業改善を進めて

いますか：進めている（学校対象） 
 

目標値 90％ 

小中 100% 
小中 100% 

道徳科の評価について、共通理解を図り、実践検

証を進めていますか：進めている（学校対象） 
 

目標値 90％ 

小中 93% 
小中 100% 

※Ｒ2 指標追加 
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【合理的配慮】 
1．障がい者の権利に関する条約における「合理的配慮」 

（1）障がい者の権利に関する条約「第二十四条教育」においては、教育についての障が
い者の権利を認め、この権利を差別なしに、かつ、機会の均等を基礎として実現する
ため障がい者を包容する教育制度（inclusive education system）等を確保することと
しその権利の実現に当たり確保するものの一つとして、「個人に必要とされる合理的
配慮が提供されること。」を位置付けている。 

２.「合理的配慮」の提供として考えられる事項 
（1）障がいのある児童生徒等に対する教育を小・中学校等で行う場合には合理的配慮 

として以下のことが考えられる。 
（ア）教員、支援員等の確保 
（イ）施設・設備の整備 
（ウ）個別の教育支援計画や個別の指導計画に対応した柔軟な教育課程の編成や教材等の

配慮 
（2）障がいのある児童生徒等に対する教育を小・中学校等で行う場合の「合理的配慮」

は特別支援学校等で行われているものを参考とする。 
（3）「合理的配慮」について条約にいう、「均衡を失した又は過度の負担を課さないも

の」についての考慮事項として児童生徒一人一人の障害の状態及び教育的ニーズ、学
校の状況、地域の状況、体制面、財政面等が考えられる。 

 

 

（４） 特別支援教育～組織的・計画的な特別支援教育の充実 

     

障がいのある子どもたち一人ひとりの状況に応じて、適切な指導や支援の手立

てを講じるためには、様々な障がいの特性について理解を深め、子どもの教育的

ニーズや保護者のニーズを把握した上で外部専門機関との連携を図るとともに、

学校全体で、組織的にかつきめ細やかに対応することが大切です。 

組織の機能を生かした支援体制を確立するために、特別支援教育コーディネー

ターが中心となり、教職員それぞれの役割を明確にし、見通しをもって全校体制

で取り組みます。さらに、特別支援教育コーディネーターや担任等は、子どもた

ち一人ひとりの状況に合わせた効果的な支援に結びつくよう、特別支援教育支援

員、特別支援学級介助員との連携を密にします。 

また、見通しを持った指導、支援を充実させるために、「個別の指導計画」

「個別の教育支援計画」を活用し、子どもの実態・指導・支援のねらいや手立

て、関係機関との連携のあり方などについて、教職員間で共通理解を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 特別支援教育の在り方に関する特別委員会資料より 

 

学校教育重点の指標（４）特別支援教育 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

一人ひとりの状況に合わせた支援のために特別支

援教育支援員、特別支援学級介助員との連携を図

っていますか：連携している（学校対象） 

 
目標値 100％

小中 100% 
小中 100% 

個別の指導計画、個別の教育支援計画を活用し、

支援のねらい等共通理解を図っていますか：活用

している（学校対象） 

 
目標値 100％

小中 100% 
小中 100% 
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（５） ＩＣＴ活用～ＩＣＴを活用したわかる授業の推進と校務支援システムの活用 

     

教育活動の様々な場面でコンピューターやデジタルテレビ、実物投影機、デ 

ジタルコンテンツなどのＩＣＴや情報通信ネットワークなどの情報手段を積極 

的に活用し、情報化の進展に主体的に対応できる基礎的な資質・能力を育むた 

め、プログラミング的思考※Ｐ19 参照、及び情報モラルを含む情報活用能力 

を育成する情報教育を推進します。また、教科指導におけるＩＣＴ活用及び校

務の情報化において「学ぶ力」の育成に向けた指導の充実に努めます。 

    市内の各学校ではすでに日常的に、積極的に活用されてきていますが、今後

は効果的な活用場面を意識することで、より一層、わかる授業を実践すること

ができます。大きな教育効果を期待できるＩＣＴですが、その活用については

さらに効果的な活用場面の実践・検証を進め、実践例の紹介や研修会の実施な

どを行い教職員の授業実践力の向上と改善に努めます。 

    また、教育活動の質を改善するために、効率的かつ円滑な校務の推進を図り

校務支援システム等を積極的に活用します。 

 

      《 ＩＣＴを効果的に活用した、わかる授業の実現 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育重点の指標（５）ＩＣＴ活用 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

電子黒板，タブレット，実物投影機など ICT 機器

を活用した授業が行われていますか：当てはま

る、やや当てはまる（児童生徒対象） 

目標値 90％ 

小中 96％ 

目標値 100％

小中 92% 
小中 100% 

ＩＣＴを効果的に活用し、わかる授業を日常的に

実践していますか：活用している（学校対象） 

目標値 100％

小中 100% 

目標値 100％

小中 100% 
小中 100% 

校務支援システムを積極的に活用しています

か：活用している（学校対象） 
 

目標値 80％

小中 100% 
小中 100% 

 

学習場面例 ＩＣＴ活用の具体例 

教材の提示 画像の拡大提示や書き込み、音声、動画等の活用 

個に応じる指導 一人ひとりの習熟の程度等に応じた学習 

調査活動 インターネットを用いた情報収集、写真や動画等による記録 

思考を深める学習 デジタル教材を用いた思考を深める学習 

表現・制作 ソフトを用いた資料、作品の制作 

発表や話し合い グループや学級全体での発表、話し合い 

協働での意見整理 複数の意見・考えを交流、整理 ※タブレット使用 

協働制作 グループでの分担、協働による作品の制作 
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（６） キャリア教育～「きたひろ夢ノート」の活用と大志学の充実 
 

「キャリア教育」とは、「子どもたち一人ひとりの社会的・職業的自立」に向

けて、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達をうな

がす教育です。新学習指導要領では、学級活動において、「一人ひとりのキャリ

ア形成と自己実現」が新たに設けられました。このため、学級活動の指導におい

て学習や生活の見通しを立て、学んだことをふりかえりながら、新たな学習や生

活の意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行うことが必要で

す。こうした活動を行うに当たっては、子どもが活動を記録し蓄積する教材（キ

ャリアノート）を活用すると大きな効果があるといわれています。このキャリア

ノートにあたるのが、本市の「きたひろ夢ノート」です。きたひろ夢ノートはこ

れまで各学校での実践を通し、活用や指導場面の工夫について検証してきました

が、一層の活用と実践を積み重ね、保護者・地域への理解と連携を進めます。 

本市においてはキャリア教育を大志学として位置づけ、各中学校区で児童生徒

の実態に応じたキャリア教育の指導計画を立案しています。小中教員の共通した

理解のもと、９年間の発達段階を踏まえながら、子どもたちに身に付けさせたい

能力や態度を明確にして取組の充実を図っていきます。 

また本市は、北海道日本ハムファイターズとパートナー協定を締結しており、

小中一貫教育における大志学の授業に関連した活動協力を得られています。この

ことを含め各学校は、地域・関係諸団体と連携した取組を積極的に進めます。 

 

 《 きたひろ夢ノート The Ambitious Note 》小 4～中 3 対象 since2015 

      Contents   北広島市長からのメッセージ 北広島の三人の先人 

         自分を見つめる・夢に向かって（各学年）  

         自分の成長チェックシート 私の年表 自分に送るエール等 

 

学校教育重点の指標（６）キャリア教育 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

夢ノートなどを通して、将来の夢や目標を持ってい

ますか：当てはまる、やや当てはまる（児童生徒対

象） 

目標値 小 90％ 中 80％ 

小 90% 

中 82% 

目標値 小 90％ 中 80％ 

小 91% 

中 69% 

小中 90% 

夢ノートを有効的に活用していますか：活用してい

る（学校対象） 
 

目標値 100％ 

小中 100% 
小中 100% 

夢ノートについて、保護者、地域への啓発が図ら

れていますか：図られている（学校対象） 
 

目標値 90％ 

小中 86% 
小中 100% 

 

 

－１５－ 



 

 

（７） 生徒指導～いじめ、不登校の未然防止と中学校区スタンダードの徹底 

     

いじめ防止の対策に当たっては、市、各校のいじめ防止基本方針について、全

教職員で共通理解を図り、いじめの未然防止、早期発見、早期対応の取組を推進

するとともに、家庭や地域と連携しながら、取組の充実に努めます。 

また、不登校の未然防止を図るために人間関係を築く力を育み、自己有用感・

自己存在感を高める学級づくり、授業づくりを進めます。不登校児童生徒への支

援に当たっては、初期の対応、継続している場合といった児童生徒の状況に応

じ、家庭・関係機関と連携を図りながら、組織的・計画的な支援を日常的に行い

ます。 

設定され、数か年を経過した中学校区スタンダードについては、さらに子ども

たちの意識化が日常的に進むように、評価・検証をもとに、取組の見直し、工夫

を図り、家庭や地域への発信を含め、家庭・地域と連携を図った取組を推進しま

す。 

 

  ◆ 不登校の未然防止に向けて 

   ○ 人間関係を築く力を育む学級づくり・集団づくり 

   ○ 自己有用感や充実感を感じさせる授業づくり 

   ○ 子ども一人ひとりの状況や発達の段階に応じた支援の工夫 

   ○ 全教職員の共通理解のもと、組織的に取り組む教育相談の充実 

   ○ 特別支援教育の視点を取り入れた適切な対応 

  ◆ 不登校の初期の対応にあたって 

   ○ 校内ケース会議、生徒指導会議を開催し、支援方針や体制を構築する 

  ◆ 不登校が継続している場合 

   ○ 登校できる環境づくり、継続的な家庭訪問等、組織的・計画的な支援 

   ○ スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、みらい塾との連携 

 

学校教育重点の指標（７）生徒指導 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

スタンダードを意識した生活を送っていますか：

当てはまる、やや当てはまる（児童生徒対象） 

目標値 90％ 

小 90% 

中 82% 

目標値 90％

小 76% 

中 80% 

小中 100% 

いじめ、不登校の未然防止を組織的、計画的に進

めていますか：進めている（学校対象） 
 

目標値 100％

小中 100% 
小中 100% 

スタンダードの家庭・地域への理解を進めていま

すか：進めている（学校対象） 
 

目標値 100％

小中 93% 
小中 100% 

スタンダードの児童生徒の意識化を図っていま

すか：図っている（学校対象） 
 

目標値 100％

小中 93% 
小中 100% 

 

－１６－ 



 

 

（８） 協働～家庭、地域との連携から協働へ 

     

子どもたちの「生きる力」は地域や社会の多様な人々と関わる中で育まれるも

のであり、地域の未来を支える子どもたちを育成するためには、学校種の特性や

地域の実態を踏まえ、家庭や地域との連携・協働体制を構築していく必要があり

ます。全市小中一貫教育の導入により、中学校区で育てたい子ども像が明確とな

ってきており、子どもの学習習慣、生活習慣の確立について、家庭・地域と協働

し子どもを共に育む取組が進んできています。 

しかしながら、昨年度の全国学力・学習状況調査において、本市の小 6、中 3

は家庭学習時間、スマートフォン、ＴＶゲームの約束について、全国と比べ下回

る傾向が見られました。この家庭学習やスマホ、ＴＶゲームの約束等は、学校や

家庭単独では、なかなか課題解決できる問題ではありません。学校・家庭が一体

となった「習慣づくり」「環境づくり」を推進することが大切です。 

地域の子どもは、学校、地域と家庭が一体となって育てることが重要です。そ

のために、連携から協働へ一段階進め、学校・家庭・地域が教育の当事者として

学校運営や子どもたちの教育活動に積極的に、主体的に参画することが、今、求

められています。 

今後とも、地域における教育資源の活用やボランティア活動などを進め、さら

に中学校区における学習習慣や生活習慣の確立についても、学校・地域・家庭が

一体となり取り組む教育活動を推進していきます。 

 

  《学校・家庭が一体となった「習慣づくり」「環境づくり」》 

   ・学ぶことの意義や大切さの理解と家庭での学習につながる指導の工夫改善等

により、自ら学ぶ習慣づくりを推進します。 

   ・子どもに育みたい「学ぶ力」についての積極的な情報発信を行い、家庭や地

域との共通理解に基づき、学びを整える環境づくりを推進します。 

 

学校教育重点の指標（８）協働 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

家族とスマートフォン，テレビ，ゲームなどの

使い方や見方，やり方について約束をしていま

すか。：当てはまる、やや当てはまる（児童生徒

対象） 

目標値 90％ 

小中 72% 

目標値 90％ 

小中 71% 
小中 90% 

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１

日当たりどれくらいの時間、勉強しています

か。（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教

わっている時間も含む）：小～1 時間以上、中～1

時間 30 分以上（児童生徒対象） 

目標値 90％ 

小 67% 

中 73% 

目標値 90％

小 69% 

中 67% 

小中 90% 

 

－１７－ 



 

 

 

（９） 資質向上～中学校区での授業交流と合同研修の実施と工夫 

     

教職員には、日々の教育実践や自己の研鑽により、絶えず自らの資質・能力の

向上に努めることが求められています。さらに、実践的な研修や自らの研究を通

して、教育のプロとしての力量の向上に努めなければなりません。 

小中一貫教育に取り組む本市では、各中学校区における「９年間で育む子ども

像」を共有し、教育課題の解決に向けて、小中学校がそれぞれの役割をしっかり

と果たすとともに、互いの教育内容や指導方法について理解を深めることが必要

です。その合同研修こそ、北広島市ならではの教職員の資質向上の絶好の機会で

す。今年度も、中学校区ではこれまでの実践を踏まえ、研修や会議の持ち方に工

夫を加え、中学校区全教職員による合同研修と中学校区の小中一貫教育推進会議

を定期的に開催します。 

乗り入れ授業については、昨年一昨年と回数、内容とも充実してきています。

小学校教員、中学校教員相互の乗り入れ、乗り入れ教科の拡大（英語、数学、道

徳音楽、体育等）、授業交流も行われています。 

今年度、西の里中学校区では、石教研課題研究発表が行われます。この中学校

区における授業交流、合同研修の成果を管内に発表する貴重な機会となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育重点の指標（９）資質向上 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

中学校区内で合同の授業交流・研修を行っていま

すか：行っている（学校対象） 

目標値 100％

小中 100% 

目標値 100％

小中 100% 
小中 100% 

中学校区で小中一貫教育推進組織の合同会議を

実施しましたか：実施した（学校対象） 

目標値 100％

小中 100% 

目標値 100％

小中 100% 
小中 100% 

 

 

－１８－ 

小中連携、一貫教育に取り組む多くの学校においては、小・中学校教職員が指導の在り方

について共通認識を持った上で乗り入れ指導を行い、小学校高学年段階等から教科担任制

を一部導入して指導したり、小学校から進学した生徒を見守りながら指導したりする取組

が広く行われている。 

 乗り入れ指導は、児童生徒の不安感の軽減、それによるいわゆる中 1 ギャップの解消、教

員の他校種に対する理解増進、義務教育段階を担当する教員であるとの意識変革、授業改

善、小・中学校教員、児童生徒の一体感の醸成等を図る仕組みとして、小・中学校教育の質

向上の観点から効果が上がっている例もあり、導入を積極的に図ることが望ましい。 

（文科省初等教育分科会：小中一貫教育の推進～乗り入れ指導について） 



 

 

（10） 今日的課題～小学校外国語教育とプログラミング教育の実践・検証 

 

今日的な教育課題として、今年度からの小学校における、高学年の外国語科・
中学年の外国語活動及びプログラミング教育の全面実施があります。 
すでに、小学校では計画的に外国語科、外国語活動の実践が進んでおり、中学

校でも小学校との接続を意識した外国語科（英語科）の指導計画の作成も進んで
います。また、広教研の調査研究協議会（外国語教育）でも、小学校教諭へのク
ラスルーム・イングリッシュ※１活用実技研修も行われ、担任が進める外国語授
業の指導力向上が図られてきています。今年度は、全面実施に伴う時数増への対
応、外国語科における小中一貫した年間指導計画の活用と実践を進めます。 
また、今年度より、小学校ではプログラミング教育が必修となります。子ども

たちにプログラミングに取り組む楽しさや面白さを味わわせながら、プログラミ
ング教育が目指すねらい（プログラミング的思考※２の育成）の実現に向けた取
組を進めることが大切です。プログラミング教育についても、本市では広教研プ
ログラミング教育推進委員会において、プログラミング教育概論、プログラミン
グ体験、プログラミング模擬授業・授業研修等の完全実施に向けたプログラミン
グ教育の研修が行われました。今年度は、石狩教育研修センターより提示された
ベースとなるプラン案をもとに、学習指導要領に例示されている単元等で実施す
るもの（Ａ分類〉を中心として、実践を進めます。 
外国語教育、プログラミング教育は、小学校において今年度より、全面実施さ

れるものですが、小学校における外国語教育では、小学校外国語科と中学校の外
国語科の連携を図ることが重要です。小学校段階と中学校段階の指導目標、内容
などを比較検討し、小中でどのような指導をするべきかを明確にしなければなり
ません。プログラミング教育も、中学校の新学習指導要領では技術・家庭科（技
術分野）において、プログラミングに関する内容が倍増しています。よって、本
市では、各教科同様、小学校外国語教育、プログラミング教育についても、小中
一貫教育の視点に立って、小中の指導の系統性、連続性を踏まえ、中学校区で実
践検証を進めます。 
今年度、社会科副読本、福祉読本が改訂されます。この社会科副読本を活用し

た「ふるさと教育」、福祉読本を基にした「福祉教育」も本市における今日的課
題といえます。外国語教育、プログラミング教育と合わせ実践検証を進めます。 

 
※１ クラスルーム・イングリッシュ：教室内での英語活動の指示を与えるための「決まり文 

句」。クラスルーム・イングリッシュを上手に駆使することにより、英語学習への刺激と 
動機付けとなる。 

※２ プログラミング的思考：自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動き
の組み合わせが必要であり、一つ一つの動きに対応した記号をどのように組み合わせたら
いいのか、記号の組み合わせを改善していけば、より意図した活動に近づいていくのかを
論理的に考えていく力 

 

学校教育重点の指標（１０）今日的課題 

指標の概要 
平成 30 年度 

(2018) 

令和元年度 

(2019) 

達成目標 

Ｒ2(2020) 

中学校区内で、外国語教育の接続について話し

合いを進めていますか：進めた（学校対象） 

目標値 100％

小中 87% 

目標値 100％

小中 100% 
 

プログラミング教育の実践・検証と年間指導計

画への位置づけが図られましたか  

☆小学校のみ回答 ：位置付けた（学校対象） 

 
目標値 100％

小 100% 
 

  ※両指標ともＲ2 指標改定 

－１９－ 



 

 

９ 実践への具体的手立てと達成目標 
 

成果指標 指標の概要 達成目標 

(1)教育課程 
９年間を見通し
た重点指導計画
年間指導計画の
実践・検証・整
備 

○学校対象アンケート 
・「中学校区で、重点指導計画及び年間指導計画を
活用した教育活動を推進していますか。」 

・「中学校区で各種調査の結果を踏まえ、共同で分
析し作成した改善プランを有効に活用していま
すか。」 

 

 
 

９０％ 
 

１００％ 
 
 

(2)授業改善 
主体的・対話的
で深い学びの実

現に向けた授業
改善 

○児童生徒対象アンケート 
・「授業のはじめに、課題（めあて・ねらい）が示
されていますか。」 

 
・「授業の最後に、学習の内容を振り返る活動が行
われていますか。」 

 
○課題提示 

(当てはまる) 

小中８０％ 
 

○振り返り 
(当てはまる) 
小中７０％ 

 

○学校対象アンケート 
・「主体的・対話的で深い学びの実現に向け、日々
の授業改善を進めていますか。」 

 
８０％ 

(3)道徳教育 

道徳科の時間の
充実と評価の実
践と検証 

○児童生徒対象アンケート 

・「道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級
やグループで話し合ったりする活動に取り組ん
でいますか。」 

 

(当てはまる) 
９０％ 

○学校対象アンケート 
・設定された道徳教育の重点目標に関わる重点内
容項目を踏まえ、計画的・意識的な指導が実践
されていますか。 

・「考え、議論する道徳」に向けた授業改善を進め
ていますか。」 

・「道徳科の評価について、共通理解を図り、実践
検証を進めていますか。」 

 

１００％ 
 

１００％ 
 

１００％ 

(4)特別支援教育 
組織的・計画的
な特別支援教育
の充実 

○学校対象アンケート 
・「一人ひとりの状況に合わせた支援のために特別
支援教育支援員、特別支援学級介助員との連携
を図っていますか。」 

・「個別の指導計画、個別の教育支援計画を活用し
支援のねらい等共通理解を図っていますか。」 

 

 
１００％ 

 
１００％ 

－２０－ 



 

 

成果指標 指標の概要 達成目標 

(5)ICT 活用 
ICT を活用した
わかる授業の推
進と校務支援シ
ステムの活用 

○児童生徒対象アンケート 
・「電子黒板、タブレット、実物投影機など ICT 機
器を活用した授業が行われていますか。」 

 

１００％ 

○学校対象アンケート 
・「ＩＣＴを効果的に活用した、わかる授業を日常
的に実践していますか」 

 
１００％ 

・「校務支援システムを、積極的に活用しています
か。」 １００％ 

(6)キャリア教育 
｢きたひろ夢ノー
ト｣の活用と大志

学 の充実 

○児童生徒対象アンケート 
・「夢ノートなどを通して、将来の夢や目標を持っ
ていますか。」 

 
小中９０％ 

 

○学校対象アンケート 
・「夢ノートの有効的な活用、及び保護者、地域へ
の夢ノートの啓発が図られていますか。」 

 
１００％ 

(7)生徒指導 
いじめ、不登校
の未然防止と中
学校区スタンダ
ードの徹底 

○児童生徒対象アンケート 
・「スタンダードを意識した生活を送っています
か。」 

 
１００％ 

○学校対象アンケート 
・「いじめ、不登校の未然防止を組織的、計画的に
進めていますか。」 

・「スタンダードの家庭・地域への理解、及び児童
生徒の意識化を図っていますか。」 

 
１００％ 

 
１００％ 

(8)協 働 
家庭・地域との
連携から協働へ 

○児童生徒対象アンケート 
・「家族とスマートフォン、テレビ、ゲームなどの
使い方や見方、やり方について約束をしていま

すか。」 
・「家庭学習について、小学校６年生は１時間以
上、中学校３年生は１時間３０分以上していま
すか。」 

 
 

９０％ 
 

小９０％ 

中９０％ 

(9)資質向上 
中学校区での授
業交流と合同研
修の実施と工夫 

○学校対象アンケート 
・「中学校区内で合同の授業交流・研修を行ってい
ますか。」（回数、内容も調査） 

・「中学校区で小中一貫教育推進組織の合同会議を
持っていますか。」（回数、内容も調査） 

 
１００％ 

 
１００％ 

 

(10)今日的課題 
 小学校外国語教育 
とプログラミング 
教育の実践・検証 

○学校対象アンケート 
・「中学校区内で、小中の指導の系統性、連続性を
踏まえた外国語教育の実践を進めていますか。 

・「年間指導計画に位置付けたプログラミング教育
の実践、検証が図られましたか。」 

 
 

９０％ 

 

９０％ 
 

※児童生徒対象アンケートは、小学校６年生、中学校３年生全員を対象とする。 
※アンケートは１０月～１１月に実施する。 

－２１－ 
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